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まえがき 

 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本電気計測器工業会（JEMIMA）

及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出

があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本工業規格          JIS 
 Z 4343：2015 
 

体内放射能測定装置－γ線放出核種 

（エネルギー100 keV 以上 3 000 keV 以下） 

In vivo counters for measuring activity of gamma-emitters  

(energy from 100 keV to 3 000 keV) 

 

序文 

この規格は，2004 年に第 1 版として発行された IEC 61582 を基とし，我が国の使用状況に応じて，技術

的内容を変更して作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。変更の一

覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示す。 

 

1 適用範囲 

この規格は，原子力施設及び放射線施設における作業者，放射性物質に汚染された又は汚染されたおそ

れのある地域で就業する作業者及び同地域に居住する一般公衆の内部被ばく線量を推定するために，人体

内の γ 線放出核種から放出される γ 線を体外から検出することによって放射能を測定する体内放射能測定

装置（以下，装置という。）について規定する。 

この規格は，100 keV 以上 3 000 keV 以下の γ 線を放出する核種を測定する装置に適用する。ただし，こ

の規格は，核燃料再処理施設などで必要とされる 200 keV 以下の γ 線及び X 線を対象とした低エネルギー

測定用の装置並びに鉄遮蔽室などを装備することによって極低バックグラウンド環境を実現した研究目的

の装置には適用しない。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

IEC 61582:2004，Radiation protection instrumentation－In vivo counters－Classification, general 

requirements and test procedures for portable, transportable and installed equipment（MOD） 

なお，対応の程度を表す記号“MOD”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“修正している”

ことを示す。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS C 61000-4-2 電磁両立性－第 4-2 部：試験及び測定技術－静電気放電イミュニティ試験 

注記 対応国際規格：IEC 61000-4-2，Electromagnetic compatibility (EMC)－Part 4-2: Testing and 

measurement techniques－Electrostatic discharge immunity test（IDT） 

JIS C 61000-4-3 電磁両立性－第 4-3 部：試験及び測定技術－放射無線周波電磁界イミュニティ試験 

注記 対応国際規格：IEC 61000-4-3，Electromagnetic compatibility (EMC)－Part 4-3: Testing and 


